
高性能ラインヒータ

ＬＨＷ－５５タイプ

高性能ラインヒータＬＨＷ－５５シリーズは棒状ハロゲンランプを使用したライン状集光加熱ユニ
ットである。

ミラー幅５５㎜で焦点距離は２５ｍｍとなり、この種の加熱装置としては最高性能を目指したもの
であり、逆カーブ領域まで回り込んだ深い楕円ミラーで構成される。

これは有効ミラー長２８０㎜のものであるが、
１００㎜～２０００㎜の範囲で製作が可能。

極めて高精度な光学性能をもち、焦
工業用，研究用の光加熱装置として多くの 点幅は約 １．５㎜のシャープなライン
実績を持つラインヒータＮＩＬタイプの最 状となる。また焦点から離す事によ
新改良型と位置付けられる。 り、幅を持たせた加熱にも対応

このラインヒータはφ１８㎜のハロゲンラ
ンプまで対応しているため、従来品より
も２倍の高出力に対応している。ミラー
１００ｍｍ 当り標準的には約１ｋｗだが、最大
では約２ｋｗの入力が可能。例えば Ｌ＝２８０
の場合、標準では２～３ｋｗだが、最大で
は約５ｋｗが可能（φ１８石英管のランプが
使えるＨ１８タイプの場合）

ラインヒータ本体の標準的な取付方法は
上図のＭ６ネジを使用する。

ハロゲンランプはＶ溝と「ランプ固定金具
により正確に位置決め固定される。コネク 金メッキ仕様品
タ仕様はオプション。



ＬＨＷ－５５／ｆ２５／Ｌ型ラインヒータは基本的には水冷にて使用する。ただしボディの最高
温度が１６０℃以内であれば必ずしも水冷は必要ない。ただしその場合ラインヒータ全体に
ファンで強風を吹付けるか、又は電圧を落してボディ温度を１６０℃以下にする事。

下表は ＬＨＷ－５５／ｆ２５／Ｌ２８０ に ２００ｖ－２ｋｗのランプヒータを組み合わせたとき、各種冷却方法
と、そのときの各部温度を測定したものである。水冷の場合は十分に冷却されるので全く
問題ない。ただしこの場合でも本体の一部はヤケドをする様な温度に達するので、安全に
は注意が必要。

水冷をしないでファンでラインヒータ全体を風冷した場合には定格電圧を加えても、なん
とか耐える温度に納まる。ただし余裕はないので十分な注意が必要。将来的にはオプショ
ンで空冷ユニットの追加商品化を予定しており、それを組み合わせれば安全に空冷で使用
できる。

全く強制冷却しない場合は供給電圧を１／２以下にして、十分に温度チェックしながら使用し
なくてはならない。

冷 却 方 法 ミラー部温度 端子ボックス温度

水冷 冷却水 １ Ｌ／ｍｉｎ． ６０℃ １００℃

空冷 ４５ｗファンで全体を風冷 １６０℃ ８０℃

冷却なし １／２の電圧で使用 １６０℃ １１０℃

上図はこのラインヒータの加熱能力を評価したものである。金メッキミラーで約１２５０℃，
アルミ研磨ミラーの場合で約１１５０℃が得られる。つまりアルミ研磨ミラーに対し金メッキ
ミラーは約８％高い温度が得られる。省電力効果では約１０％の差となる。

金メッキミラーは高性能が得られるが、金メッキのコストが高い。また汚れなどでメッキ
が損傷した場合には回復しない（再メッキが必要）。金メッキ仕様はミラーが汚れる恐れ
のないクリーンな雰囲気での使用とか、最高性能が要求される用途に適する。金メッキは
オプションで選択可（納期追加、約１０日間）。

アルミ研磨ミラーは性能的には金メッキに劣るが低コスト。汚れても簡単な再研磨で回復
する。ティッシュペーパーに研磨剤（日本磨料工業（株）ピカール）を着けて１０回程度擦
り、ふきとれば完了。通常の工業用加熱であれば、アルミ研磨ミラーが適している。






